
広広島島県県動動物物愛愛護護管管理理推推進進計計画画（（概概要要版版））  

～令和3年度見直し～ 
 

本計画は，少子高齢化，核家族化が進行する中での，動物飼養への志向の高まりなど，今日の動

物を巡る状況を踏まえ，「人と動物との調和のとれた共生社会」の実現に向け，動物愛護管理に関

わるすべての人々が取り組む具体的な計画として策定しています。 

地域住民 飼い主等 動物取扱業者 
県獣医師会，動物愛護団体等

の関係団体・ボランティア 

動物愛護推進員 研究機関 市町 県 

 

それぞれの立場で連携・協働し施策を推進していくことにより，各地域においてより良いコミュ

ニケーションを図り，「人と動物との調和のとれた共生社会」を実現しようとするものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 課 題  

 

● 広報活動が十分でない      ● 咬傷事故 

● 引取りが多い          ● 犬の狂注接種率の低下 

● 野良犬・野良猫の引取りが多い  ● 動物に対する正しい知識の欠如 

● 返還・個人等への譲渡が少ない  ● 動物虐待 

● 犬・猫の糞尿の問題       ● 人と動物の共通感染症 

● 犬・猫の鳴き声の問題      ● 災害対策 
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普及啓発・多様な主体との

相互理解の醸成 

災害対策 

人材育成 

調査研究の推進 

犬猫の引取り頭数の削減 

犬猫の返還・譲渡促進 

動物の健康・安全の確保 

周辺生活環境の保全と動

物による危害防止 

動物取扱業者の適正化 

実験動物・産業動物の適正

な取扱いの推進 
 

広島県動物愛護管理推進計画 

実施主体 

地域住民 

飼い主等 
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動物愛護推進員 

研究機関 

市町 

県 

動物
愛護 

適正 
飼養 

 
  

検証 



 

 

１ 計画の概要 

 (1) 位置付け 

   「動物愛護管理法」第 6 条に基づく県の計画 

  

(2) 対象 

   地域住民，飼い主，動物取扱業者，県獣医師会，動物愛護団体等の関係団体・ボランティア，

動物愛護推進員，研究機関，市町，県 

 

 (3) 基本理念と目指す姿 

基本理念 「人と動物との調和のとれた共生社会」の実現 

目指す姿 

「動物愛護」と「適正飼養」に対する理解が進み，動物の虐待や遺棄，無責任

なエサやり等の不幸な命を生み出す行為が減少しており，県民の安全で快適な

暮らしと動物の福祉がともに守られている状態 

 

 (4) 計画期間 

令和 3 年度～令和 12 年度（10 年間） 

 

(5) 数値目標 

指 標 現状（令和元年度） 目標（令和 12 年度） 

犬猫の収容頭数※1 4,715 頭 
3,300 頭 

（令和元年度比 30％減） 

個人への譲渡率※2 

（県センターの目標） 

９% 

（譲渡 221 頭/引取 2,529 頭） 

26% 

（譲渡 486 頭/引取 1,843 頭） 

※1 遺棄や放し飼い，不妊去勢手術を行わないこと，野良犬・野良猫への無責任な餌やり等を減少させることができ

れば，地域に生息している野良犬・野良猫が減り，ひいては「犬猫の収容頭数」の減少に繋がるため指標に設定 

※2 現在，収容した犬や猫は国の動物愛護管理基本指針に示される「譲渡することが適切ではない（治癒の見込みが

ない病気や攻撃性がある等）」ものを除き全てを譲渡できている。しかし，その大部分は特定の動物愛護団体へ

の譲渡のため，今後も事実上殺処分のない状態をより安定して継続していくためには，他の動物愛護団体や個人

への譲渡を推進して譲渡先を分散することが重要となる。このようなことを踏まえ指標に設定 

 

(6) 活動指標 

活動指標 現状 目標 

マイクロチップ装着率 

※1 

犬 R1 年度 :  11.8％ 

猫 R1 年度 :  2.2％ 

犬 R12 年度 : 85％ 

猫 R12 年度 : 50％ 

新動物愛護センター来場

者数※2 
H27-R1 年度平均 : 3,500 人 

R7（開設 3 年後）：7,000 人 

（現状値の 2 倍） 

R12 : 7,000 人を維持 

※1 マイクロチップの装着により遺棄・虐待や犬の放し飼い等が抑制されるとともに，迷子となった犬猫が飼い主に

返還されることにより野良犬・野良猫の減少に繋がるため設定 

※2 来場者数の増加は「動物愛護」と「適正飼養」の普及啓発の推進や，個人への譲渡の推進に繋がるため設定



 

 

【施策体系図】 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周辺生活環境の保全と動物

による危害防止 

実験動物・産業動物の適正

な取扱いの推進 

・地域のルール遵守の指導・啓発 

・犬による咬傷事故の未然防止の徹底 

・特定動物飼養施設の定期的な監視の徹底 

・動物取扱業者への監視指導の強化 動物取扱業者の適正化 

・実験動物又は産業動物の飼養に関する基準の通知等 

の普及啓発 

基本理念 目指す姿 施策別の取組 

動物の健康・安全の確保 

・県の新動物愛護センターを活用した動物愛護の普及 

啓発の推進 

・動物愛護団体等と連携した動物愛護の普及啓発の推進 

・動物愛護教育等の充実 

・動物の愛護及び適正飼養の広報の拡充 

主な施策 

・遺棄・虐待防止に向けた取組の推進 

動
物
愛
護
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進 
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災害対策 

人材育成 

調査研究の推進 

・動物愛護推進員の委嘱の推進 

・動物愛護推進員の活動の周知の推進 

・行政，県獣医師会等関係団体，研究機関との連携強化 

・ホームページの迷子情報及び譲渡情報の充実 

・譲渡制度の見直しと関係団体との連携の拡大 

・マイクロチップの装着等所有者明示措置の推進 

・野良犬の生息調査・分析結果に基づく取組みの推進 

・引取る犬猫に関する情報収集の強化 

・安易な飼養防止，終生飼養の徹底 

・所有者のいる犬猫の適切な繁殖制限措置の推進 

適
正
飼
養
の
推
進 

・地域防災計画等における動物の取扱い等に関する位 

置づけの明確化 

・自助の考え方に基づいた同行避難の促進 

犬猫の返還・譲渡促進 

犬猫の引取り頭数の削減 

実
現 



 

 

２ 令和３年度見直しの考え方 

  令和元年の動物愛護管理法改正や，これまでの県の取組の現状と課題踏まえて本計画の取組

に反映するとともに，令和 5 年開設予定の県の新動物愛護センターを活用した取組を盛り込み

ました。また，施策を「動物愛護普及啓発の推進」と「適正飼養の推進」に大別しました。 

 

(1) 動物愛護管理法の主な改正内容を反映 

○ 動物愛護管理法の改正内容を踏まえた動物取扱業への立入検査の実施 

・施設の規模，従事する職員数，出産回数等の規定の遵守状況の確認・検査を実施 

○ マイクロチップ装着の推進 

・動物取扱業者に課されたマイクロチップ装着義務の遵守状況の確認・検査を実施 

・努力義務とされた一般飼養者等へのマイクロチップ装着の取組みを強化 

 

(2) 本県の動物愛護管理の現状と課題を踏まえ取組に反映 

○ 野良犬・野良猫の減少に係る取組の強化 

○ 個人の方や小規模の動物愛護団体等への譲渡の推進に係る取組を強化 

 

(3) 県の新動物愛護センターを活用した取組を盛り込む 

○ 県の新動物愛護センターにおける各種イベントの充実 

 ・県の新動物愛護センターにおいて，民間と連携したイベント，各種教室，譲渡会等を開

催するなどして個人譲渡及び普及啓発を推進 

  

(4) 施策の大別と活動指標の設定 

ア 動物愛護普及啓発の推進 

 
目指す姿 

（10 年後） 

「動物愛護」に対する理解が進み，県民は命ある動物の適切な取扱いにつ

いて，また所有者等は自らの責任と動物の習性に係る知識等について学ぶ

機会が増加し，「適正飼養」につながる機運が醸成されています。 

施策分類 

① 普及啓発・多様な主体との相互理解の醸成 

② 災害対策 

③ 人材育成 

④調査研究の推進 

活動指標 県の新動物愛護センター来場者数 

 

イ 適正飼養の推進 

 
目指す姿 

（10 年後） 

「適正飼養」に対する理解が進み，動物の虐待や遺棄，無責任な餌やり等

の不幸な命を生み出す行為が減少しており，県民の安全で快適な暮らしと

動物の福祉がともに守られています。 

施策分類 

⑤ 犬猫の引取り頭数の削減 

⑥ 犬猫の返還・譲渡促進 

⑦ 動物の健康・安全の確保 

⑧ 周辺生活環境の保全と動物による危害防止 

⑨ 動物取扱業者の適正化 

➉ 実験動物・産業動物の適正な取扱いの推進 

活動指標 マイクロチップ装着率 

 


